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★釧路キャンパス★

時をさかのぼり
釧路校校舎の正体に迫る！

★函館キャンパス★

北方教育資料館でたどる
函館校歴史の旅

★岩見沢キャンパス★

時代に合わせて変化し続けてきた
我が岩見沢校舎の歴史を探る

★札幌キャンパス★

キャンパス長と地域の方が
振り返る札幌校の平成

★旭川キャンパス★

地域が作った旭川校。
次は私たちが、地域、未来のために。
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毛利 羽音
岩見沢校

平山 紗也華
岩見沢校

柴田 好
釧路校

小笠原 紀佳
釧路校

HUE-LANDSCAPEは
学生スタッフが大活躍する学園情報誌です！

朝日 郁絵
旭川校

編集局のE-mail ▶ landscape@s.hokkyodai.ac.jp

HUE-LANDSCAPEに関するご意見、ご感想をお気軽にお寄せください。
企画案や写真・イラストも、常時募集しています！

　本誌は、本学学生である自覚を高め、有意義な学生生活と、将来への明確な目
的意識の促進につながる情報を紹介するため、平成17年1月に創刊されました。
　今号の発行にあたり、本誌の趣旨にご賛同いただいた企業の皆様からご支援を
賜り、誠にありがとうございます。
　今後とも本学学生へのご支援、ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

山縣 まる子
札幌校

カネシメホールディングスグループ　カネシメ 髙橋水産株式会社
札幌篠路自動車学校
札幌商工会議所
株式会社　北洋銀行
株式会社　北海道アルバイト情報社
北海道教育大学生活協同組合
北海道労働金庫
ヤマチユナイテッド
練成会グループ
（50音順、敬称略）

水口 史菜
函館校

山邉 瑞穂
函館校

洞内 真琴
函館校

藤田 あい
札幌校
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釧路キャンパス／教員養成課程
時をさかのぼり
釧路校校舎の正体に迫る！

函館キャンパス／国際地域学科
北方教育資料館でたどる
函館校歴史の旅

岩見沢キャンパス／芸術･スポーツ文化学科
時代に合わせて変化し続けてきた
我が岩見沢校舎の歴史を探る

札幌キャンパス／教員養成課程
キャンパス長と地域の方が
振り返る札幌校の平成

旭川キャンパス／教員養成課程
地域が作った旭川校。
次は私たちが、地域、未来のために。

このキャンパスから眺める今現在の風景と、これから創造していく
自分と社会の風景という意味をこめてつけました。
●HUEは“Hokkaido University of Education”より

とは？

夢に向かって走れ！

希望を胸に日々 活動する
教育大生たち

道央篇〈上〉

札幌校

P20「人気講座紹介」より

巻頭特集

　こんにちは。本誌編集局長の宇田川耕一（岩見沢校）です（写真①）。
「夢に向かって走れ！」特集の第３弾は、第１弾・道東篇（釧路校）、第２
弾・道北篇（旭川校）に続いて「道央篇〈上〉」として札幌校を取り上げま
す。なお、「道央篇〈下〉」は岩見沢校ですが、次号は第4弾・道南篇（函
館校）を予定しているので、もう少しお待ちください。
　さて今回は、副編集局長の幸坂先生（札幌校）に、特集のプロデュー
スをお願いしました。近年、札幌校では若手の先生方がようやく増えて
きているとのことで、その先生方
のゼミを覗くというコンセプトです。
初夏で季節も良く、札幌校の玄関
前はまるで絵画のような美しい佇
まいです（写真②）。
　では、さっそく札幌校で取材開
始です。

　最初に向かったのが、生活創造教育専攻・総合技術教育分野の出口哲久

先生〈専門：栽培・生物育成〉の研究室でした。出口先生によると「技術科なの

で、中学生の生物育成領域が中心です。中学生の技術科になってはじめて、

生物に主体的に働きかける

ようになり、教員にはさまざま

な技術も要求されます。そこ

で、多くの学校で取り入れら

れている栽培の研究に取り

組んでいます」とのこと。

　４年生の小川海斗さん、芳

賀郁美さん、吉田海成さんに

話を聞きました（写真③、右から小川さん、芳賀さん、吉田さん、出口先生）。

　芳賀さん「小学生の頃から栽培は身近でしたが、大学の授業で初めて、種か

ら苗を作り畑に植えて収穫するという経験ができたのでとてもうれしかった。そ

の喜びを小学生に伝えていきたい」。小川さん「ジャガイモの研究をしています。

民間企業に進みますが、学んだ農業の知識を活かして、将来はそこで商品開

発にも取り組んでみたい」。吉田さん「子供たちが自分から栽培したいという気

持ちになれるように、学校現場で指導していきたい」と、それぞれ夢を語ってく

れました。

　ところで、札幌校の敷地内に畑があるのをご存じですか。インタ

ビューの後、出口先生が管理している畑を見せていただきました（写

真④）。さまざまな栽培方法を実際に試してみるという教育環境が、

しっかりと整っているのに感心しました。

　次に、理数教育専攻・理科教育分野の渡辺理文先生〈専門：理科

授業の分析〉の研究室に向かいました。4年生の菊池遼太さん、佐野

綾音さんと渡辺先

生に、いろいろお

話を聞きました（写

真⑤、右から渡辺

先生、菊池さん、佐

野さん）。

　渡辺先生による

と「授業自体を研

究しているのが、こ

の研究室の一番の特徴です」とのこと。たとえば、佐野さんの場合は

「小学校に行って研究しているのですが、この段階では能動的学習

者（授業に積極的に関わる子供たち）と受動的学習者（受け身の子

供たち）の2パターンがあり、前者が後者にどう働きかけて共に成長し

ていくのか、などがテーマです」。菊池さんは「高校でのICT機器を用

いた授業を対象に、その特徴や効果などを教育学的な視点で捉えよ

うとしています」といった具合です。

　佐野さんと菊池さんに、将来の夢についても伺いました。佐野さん

は「教員になったら、子供たちができるだけ長い時間お互いに交流す

るような授業をしてみたい」、菊池さんは「人生８０年程度しか生きら

れないと思うので、その中で、できる限りいろいろな未知の経験を重

ねていきたい」とのことでした。

　理科教育分野というと、つい物理学・化学・生物・地学の４領域を

イメージしがちですが、意識調査、教材開発、授業分析というのも、大

切な柱であると、認識を新たにしました。

　最後に、学校教育分野・教育学専攻の山田真由美先生〈専門：教

育哲学〉の研究室を訪ねました。3年生のゼミで、川口莉奈さん、村

松真麻さんのお

二人と大学院生

1年の川元藍さ

んが受講してい

ました（写真⑥、

右から川口さん、

山田先生、川元

さん、村松さん）。

　この日は、村松

さんが要約したテキストのレジュメをもとに、「みんなで読みながら、筆

者が何を考えているのかということを理解して、語り合います。そして、

我々がこれをどう引き受けるかを考えます。今日は『教育者とはどうい

う人間なのか』がテーマです」（山田先生）といった授業内容でした。

　とりわけ印象に残ったのは、山田先生の「哲学が対象なので、そも

そも私がこのゼミで教えることはありません」という言葉でした。「知り

たいという思いだけで集まっているゼミです。ゼミ生それぞれが教育

や人間について探求することが目的なので、何か問題があれば哲学

の専門知識のある私が解説はしますが……」とのこと。

　どうやら、道徳教育とどう向き合うか、表層的な理解ではなく、その

内側にある本質的な意味を追及するということが主眼になっている

のではないか、語り合うみなさんを見ていて、そう感じました。

　帰り際に2階講堂入口で、平成30年の北海道美術協会主催「第

93回道展」で最高賞となる北海道美術協会賞を受賞した、花輪大

輔先生（札幌校）の受賞作品「意志」を鑑賞しました（写真⑦）。文字

通りの大作で、その重厚な質感と存在感に圧倒されました。

　ということで、札幌校

の取材もあっという間

に終了しました。どこの

キャンパスでも同じで

すが、ここでも夢を追う

たくさんの光が確かに

見えた、そんな貴重な

体験でした。

写真②

写真③

写真⑤

写真⑥

写真⑦

写真④

写真①
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時をさかのぼり
釧路校校舎の正体に迫る！

USHIRO
CAMPUSK

釧路キャンパス

　

釧
路
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
の
間
で
は
、〝
校
舎
が
昔
、病
院
だ
っ
た
〞と
い
う
話
が
噂
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
話
に
つ
い

て
、大
学
の
建
物
の
構
造
が
病
院
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
学
生
の
間
で
噂
さ
れ
だ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。こ
の
噂
を
解
明
す
る
た
め
に
、釧
路
校
は
い
つ
開
校
さ
れ
た
の
か
、開
校
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
あ
っ
た
出
来

事
、さ
ら
に
は
、釧
路
校
が
開
校
さ
れ
る
前
は
何
が
建
っ
て
い
た
の
か
な
ど
を
市
や
大
学
の
図
書
館
で
調
べ
た
り
、釧

路
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
歴
史
を
辿
っ
た
り
す
る
こ
と
で「
噂
通
り
病
院
だ
っ
た
場
所
を
大
学
と
し
て
使
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
本
当
は
大
学
校
舎
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の
か
」に
つ
い
て
迫
り
ま
し
た
。

　

釧
路
校
が
開
校
さ
れ
た
の
は
、一
九
四
九
年（
昭
和

二
十
四
年
）八
月
十
日
で
す
。

づ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、一
九
九
三
年（
平
成
五
年
）一
月
十
五
日

　

一
九
四
九
年（
昭
和
二
十
四
年
）に
開
校
さ
れ
て
か

ら
、校
舎
と
体
育
館
、一
九
六
三
年（
昭
和
三
十
八

年
）に
完
成
し
た
附
属
図
書
館
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、一
九
六

五
年（
昭
和
四
十
年
）五
月
二
十
三
日

の
午
前
一
時
二
十
分
頃
に
、校
舎
の
東

部
一
階
か
ら
原
因
不
明
の
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
に
よ
り
、九
百
八
十
八
坪

を
焼
失
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
た
め
、六
月
に
隣
接
の
旧
江

南
高
等
学
校
の
校
舎
の
一
部
を
借
り

て
授
業
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　

被
害
後
に
は
修
復
工
事
が
行
わ
れ
、

加
え
て
音
楽
棟
・
自
然
科
学
棟
の
着
工

な
ど
と
校
舎
の
増
築
が
次
々
と
な
さ

れ
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
、一
九
六
八
年

（
昭
和
四
十
三
年
）に
は
新
校
舎
が
完

成
し
、現
在
の
校
舎
の
形
に
徐
々
に
近

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
と
な
っ
た
今
年
は
、

北
海
道
教
育
大
学
が
北
海
道
学
芸
大
学
と
し
て
開
学
し
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
七
十
周
年
を
迎
え
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
記
念
す
べ
き
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

改
め
て
足
元
を
見
つ
め
直
し
て

新
た
な
時
代
に
向
け
て
歩
み
出
す
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
歴
史
を
振
り
返
る
特
集
で
す
。

1949年に開校した旧校舎の全景

釧
路
校
は
い
つ
開
校
さ
れ
た
の
？

01

開
校
か
ら
現
在
ま
で
の
建
物
に
関
わ
る
主
な
出
来
事

02

に
置
か
れ
て
お
り
、戦
後
、新
制
度
の
教
育
制
度
に

変
わ
っ
て
か
ら
男
子
高
等
科（
現
幣
舞
中
）が
南
中

学
校
、女
子
高
等
科（
現
釧
路
校
）が
東
中
学
校
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、釧
路
校
の
校
舎
が

建
っ
て
い
る
こ
の
土
地
に
は
、戦
前
か
ら
”学
校
“が

建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。こ
こ
に
は
、か
つ
て
釧
路

市
女
子
高
等
小（
女
子
高
等
科
）が
建
っ
て
お
り
、

戦
前
の
教
育
制
度
は
小
学
校
六
年
間
の
後
に
男

女
別
の
高
等
科
二
年
間（
現
在
で
い
う
中
学
二
年

生
ま
で
）に
進
学
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
た

め
、そ
こ
に
は
六
年
制
の
旧
制
尋
常
小
学
校
を
卒

業
し
た
女
子
学
生
が
よ
り
程
度
の
高
い
教
育
を
受

け
る
た
め
に
、高
等
科
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

男
子
高
等
科
は
、現
在
の
幣
舞
中
学
校
の
場
所

大
学
が
開
校
さ
れ
る
前
に
は
何
が
建
っ
て
い
た
の
？

03

兼
教
官
室（
城
山
校
舎
）が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

後（
事
務
部
は
市
役
所
庁
舎
内
に
設
定
）六
月
に
事

務
部
を
城
山
校
舎
内
に
移
転
し
、翌
年
に
東
中
学
校

が
南
中
学
校
の
一
部
を
借
り
る
形
で
移
転
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
、東
中
学
校
の
校
舎
が
す
べ
て
北
海
道

教
育
大
学
釧
路
校
校
舎
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
九
四
八
年（
昭
和
二
十
三
年
）に
釧
路
市
長
よ
り
、

教
育
大
学
を
釧
路
市
に
設
置
す
る
よ
う
、教
育
関
係

機
関
に
要
望
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。そ
の
候
補

地
に
東
中
学
校
の
校
舎
が
挙
が
り
ま
し
た
。翌
年
の

一
九
四
九
年（
昭
和
二
十
四
年
）五
月
に
釧
路
市
よ
り
、

東
中
学
校
の
校
舎
の
西
半
分
が
提
供
さ
れ
、主
事
室

ど
の
よ
う
な
流
れ
で
大
学
が
設
置
さ
れ
た
の
？

04

ス
に
つ
い
て
、一
体
ど
ん
な
歴
史
が
あ
る
の
か
、こ
れ

ま
で
疑
い
も
せ
ず
に
信
じ
て
い
た
こ
と
に
目
を
向
け

た
り
、考
え
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、

考
え
て
み
よ
う
と
す
る
姿
勢
へ
の
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
ま
た
さ
ら

に
歴
史
が
積
み
重
な
り
、新
た
な
話
が
噂
さ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。も
し
か
す
る
と
今
回
の
よ
う
に
歴

史
を
た
ど
る
こ
と
で
解
明
で
き
る
謎
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
の
特
集
を
読
み
、昔
の
こ
と
を
振
り
返

る
と
新
た
な
知
識
が
身
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
と
知
っ
た
わ
た
し
た
ち
か
ら
、探
究
す
る
こ
と
を

高
め
て
い
け
た
ら
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
を
通
し
て
、釧
路
校
は
病
院
だ
っ
た

場
所
を
大
学
と
し
て
使
っ
た
の
で
は
な
く
、も
と
も

と
中
学
校
だ
っ
た
場
所
の
一
部
を
使
っ
て
開
校
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、棟
に
分

か
れ
て
い
た
り
、一
階
の
購
買
へ
行
く
廊
下
が
長
い
な

ど
、病
院
の
構
造
ら
し
く
思
え
る

こ
と
か
ら「
釧
路
校
は
か
つ
て
病

院
だ
っ
た
」と
い
う
話
が
噂
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、歴
史
を
た
ど
る
こ
と
で
、「
学

校
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
場
所

を
使
っ
た
」と
い
う
こ
と
や「
校
舎

の
火
災
な
ど
で
新
し
く
建
て
な

お
し
た
」と
い
う
事
実
が
分
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、「
単
純
に
構
造

が
似
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
本
来

大
学
と
し
て
建
て
ら
れ
た
」と
い

う
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
を
振
り
返
っ
て
、

〝
釧
路
校
は
病
院
だ
っ
た
〞と
今

ま
で
信
じ
て
い
た
釧
路
キ
ャ
ン
パ

ス
生
は
じ
め
、他
キ
ャ
ン
パ
ス
生
が

さ
ら
に
釧
路
校
の
歴
史
に
興
味

を
持
っ
た
り
、ま
た
、各
キ
ャ
ン
パ

最
後
に

05

レポーターの声

釧路校・教員養成課程・
地域･環境教育専攻２年

小笠原 紀佳
（おがさわら のりか）

私自身、“釧路校が病院だった”という話を他
キャンパスの友人から聞き信じていたので、
調査をすることで自分の通う大学の歴史も
知れたし、その友人にも「実はあの話違った
んだよ」と話せる日が楽しみになりました!！

北教大
ヒストリア

特集

午
後
八
時
頃
、釧
路
沖
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ

り
、校
舎
自
体
に
大
き
な
損
傷
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

教
室
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
後
校
舎
の
修

復
工
事
が
行
わ
れ
、さ
ら
に
は
一
九
九
四
年（
平
成
六

年
）に
新
附
属
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
新
た
に
、一
九
九
六
年（
平
成
八
年
）一
月
、

研
究
棟
Ａ
が
着
工
し
、同
年
十
一
月
二
十
七
日
に
は

完
成
。一
九
九
九
年（
平
成
十
一
年
）四
月
、研
究
棟

Ｂ
に
も
着
工
し
、二
〇
〇
〇
年（
平
成
十
二
年
）三
月

に
は
完
成
し
ま
し
た
。そ
の
上
、管
理
棟
・
講
義
棟
の

大
規
模
改
修
が
行
わ
れ
、よ
り
現
在
の
形
に
近
づ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。建
物
の
変
化
に
加
え
、二
〇

〇
九
年（
平
成
二
十
一
年
）に
建
物
の
名
称
変
更
が

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、自
然
科
学
棟
は
教
室
棟
Ｂ
へ
、

幼
児
教
育
棟
は
研
究
棟
Ｃ
へ
、技
術
職
業
棟
は
研

究
棟
Ｄ
へ
と
な
り
、現
在
の
釧
路
校
の
姿
に
な
り
ま

し
た
。

1965年の学校火災後の校舎

現在の校舎

上／1968年に完成
した新校舎の全景
下／1993年の釧路
沖地震後の校舎



67 Autumn/Winter 2019  No.31

北方教育資料館でたどる
函館校歴史の旅

akodate
CAMPUSH

函館キャンパス

　

函
館
校
の
歴
史
は
、明
治
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。一
八
七
五（
明
治
八
）年
に「
函
館
小
学
教
科
伝

習
所
」と
し
て
歩
み
を
始
め
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

い
っ
た
ん
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、一
九
一
四（
大
正
三
）

年
に「
北
海
道
函
館
師
範
学
校
」と
し
て
再
度
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。昭
和
に
入
る
と
、「
北

海
道
学
芸
大
学
」の
五
分
校
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る

函
館
分
校
と
な
り
、平
成
に
は「
分
」が
取
れ
て「
北

海
道
教
育
大
学
函
館
校
」と
な
り
、今
日
に
至
っ
て
い

ま
す（※

函
館
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。そ
ん
な
函

館
校
の
歴
史
に
つ
い
て
、国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

な
っ
て
い
る「
北
方
教
育
資
料
館
」か
ら
た
ど
っ
て
い

き
ま
す
。主
に
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
、当
時
の
学
生
の

様
子
や
、校
舎
の
変
遷
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

的
な
入
り
口
と
は
ま
た
違
っ
た
雰
囲
気
で
し
た
。

　

保
存
さ
れ
て
い
る
中
で
一
番
古
い
ア
ル
バ
ム
は
、

一
九
一
八（
大
正
七
）年
の
も
の
で
し
た（
写
真
③
）。今

か
ら
百
年
以
上
前
の
本
に
触
れ
る
と
思
う
と
、繊
細

に
扱
わ
な
く
て
は
と
思
う
と
同
時
に
、と
て
も
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。現
代
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
表
紙
の
よ
う

に
、表
題
が
あ
っ
た
り
、き
れ
い
な
風
景
が
描
か
れ
た
り

で
は
な
く
、た
だ
黒
い
無
地
の
も
の
で

し
た
。中
を
め
く
っ
て
み
る
と
、制
服

か
、ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
た
無
表
情

の
坊
主
頭
を
し
た
学
生
の
個
人
写

真
が
並
ん
で
い
ま
す
。当
時
の
校
舎

正
面
図（
写
真
④
）は
、西
洋
風
の
デ

ザ
イ
ン
で
す
。ま
た
、正
面
に
門
が
取

り
付
け
ら
れ
て
お
り
、現
在
の
開
放

　

北
方
教
育
資
料
館
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
内
に

あ
り
、建
物
は
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
校
舎
の

一
部
を
保
存
し
た
も
の
で
、西
洋
風
の
特
別
な
雰

囲
気
を
ま
と
っ
て
い
ま
す（
写
真
①
）。
中
央
に
あ

る
階
段
を
上
る
と
、ギ
シ
ギ
シ
と
音
が
し
、時
代
を

感
じ
さ
せ
ま
す（
写
真
②
）。館
内
に
は
た
く
さ
ん

の
資
料
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、卒
業
ア
ル
バ
ム
を
は

大
正

01

 

一
九
九
六（
平
成
八
）年
の
ア
ル
バ
ム
は
、ほ

ぼ
現
在
と
同
じ
形
態
で
す
。は
じ
め
の
方

の
ペ
ー
ジ
に
は
学
校
行
事
な
ど
の
写
真
が

あ
り
、次
に
個
人
写
真
が
並
び
、さ
ら
に
通

学
風
景
な
ど
の
様
子
が
写
さ
れ
、そ
れ
ぞ

れ
の
学
生
生
活
が
よ
り
分
か
り
や
す
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
時
の
校
舎
は
、

も
う
現
在
と
同
じ
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す

（
写
真
⑦
）。

　

最
新
の
二
〇
一
八（
平
成
三
十
）年
の
ア

ル
バ
ム
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、と
て
も
個
性

豊
か
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。個
人
写
真
は
、撮
影

場
所
が
ゼ
ミ
室
や
校
舎
外
で
あ
っ
た
り
、好
き
な
本
や

研
究
に
関
わ
る
道
具
を
持
っ
て
い
た
り
と
、そ
れ
ま
で

と
比
べ
て
、と
て
も
自
由
な
形
態
で
撮
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
集
合
写
真
や
、飲
み
会
の
写
真
な
ど
、

先
輩
方
が
学
生
生
活
を
楽
し
く
過
ご
し
て
き
た
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

レ
ポ
ー
タ
ー
の
私
は
令
和
初
の
卒
業
生
に
な
り
ま

す
。四
年
間
を
思
い
返
す
と
、た
く
さ
ん
勉
強
し
て
、

た
く
さ
ん
の
友
達
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く
過
ご
し
た
光

景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
作
ら
れ
る
卒
業
ア

ル
バ
ム
に
写
る

自
分
も
、歴
代

の
先
輩
方
の
よ

う
に
、キ
ラ
キ

ラ
し
た
笑
顔
に

な
っ
て
い
る
と

い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

平
成

03

内
容
と
の
差
を
感
じ
ま
す
。

　

一
九
四
五（
昭
和
二
十
）年
あ
た
り
の
卒
業
ア
ル

バ
ム
を
探
し
て
み
る
と
、一
九
四
六（
昭
和
二
十
一
）

年
の
も
の
が
抜
け
て
お
り
、次
が
一
九
四
七（
昭
和

二
十
二
）年
の
ア
ル
バ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。終
戦

直
後
で
あ
る
こ
の
年
は
、も
し
か
す
る
と
学
徒
動

員
な
ど
で
学
生
た
ち
が
駆
り
出
さ
れ
た
り
、さ
ら

に
敗
戦
を
迎
え
て
卒
業
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

北
方
教
育
資
料
館

に
は
、出
征
し
た
卒

業
生
や
当
時
の
在

校
生
を
し
の
ぶ
写

真
や
寄
せ
書
き
な

ど
の
記
録
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
に
入
っ
て
最
初
の
ア
ル
バ
ム
は
一
九
二
七（
昭

和
二
）年
の
も
の
で
し
た（
写
真
⑤
）。大
正
時
代
の
ア

ル
バ
ム
と
同
様
に
、中
に
は
、制
服
か
、ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん

こ
を
着
た
坊
主
頭
の
学
生
の
個
人
写
真
が
ズ
ラ
リ
と

並
ん
で
い
ま
し
た
。数
人
の
顔
写
真
の
下
に
は
、「
死

亡
」と
書
か
れ
て
お
り
、現
在
残
さ
れ
て
い
る
ア
ル
バ
ム

は
卒
業
生
か
ら
の
寄
贈
と
な
っ
て
い
る
た
め
、寄
贈
者

が
亡
く
な
っ
た
方
の
お
名
前
を
記
し
て
い
た
の
か
な

と
想
像
し
ま
す
。こ
の
年
の
校
舎
正
面
図
は
、前
出

の
大
正
三
年
と
特
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ル
バ
ム
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
も
少
し
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。写
真
⑥
は
一
九
三
三（
昭
和
八
）年
度
の

入
試
問
題
で
す
。手
書
き
で
数
学
の
問
題
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。文
字
や
数
字
は
丸
み
を
帯
び
て
い
て
か

わ
い
ら
し
い
印
象
で
す
。現
代
の
入
試
問
題
と
比
較

し
て
み
る
と
、簡
単
な
問
題
が
多
く
、当
時
の
学
習

昭
和

02

じ
め
、半
世
紀
以
上
も
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
教

科
書
、師
範
学
校
時
代
の
制
服
、函
館
校
の
同
窓

会
で
あ
る
夕
陽
会
の
方
々
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
作
品

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
早
速
、卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
た
ど
る
歴
史

の
旅
へ
と
出
発
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
か
が
で
し
た
か
。

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
実
際

に
手
に
取
っ
て
み
る
と
、

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
が
出
て

き
た
り
、個
人
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て
い

た
り
と
、毎
度
違
っ
た

楽
し
さ
が
味
わ
え
、次

は
ど
ん
な
驚
き
が
待
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
期

待
を
膨
ら
ま
せ
な
が

ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、建
物
内
の
空
気

や
に
お
い
は
と
て
も
独
特
で
、ち
ょ
っ
と
ほ
こ
り
っ
ぽ
い

け
れ
ど
、静
ま
り
返
っ
た
な
か
に
ひ
ん
や
り
と
し
た
空

気
が
流
れ
て
お
り
、視
覚
だ
け
で
は
な
く
五
感
か
ら
歴

史
を
体
感
で
き
、タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な

気
分
に
な
り
ま
す
。今
回
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、北
方
教
育
資
料
館
に
は
、他
に
も
た
く
さ
ん
の
資

料
や
作
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、函
館
を
訪
れ
た
際
に
は

「
北
方
教
育
資
料
館
」で
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
。

レポーターの声

函館校・国際地域学科・
地域教育専攻４年

水口 史菜
（みずぐち ふみな）

北方教育資料館の中は特別な雰囲気で、
異世界に来たような気分になりました。昔も
今も、卒業アルバムから伝わってくることは、
学生生活はやはり人生の夏休みといわれる
くらいに楽しいものであるということです。皆
さんもぜひ立ち寄ってみてください。

●❶

●❷ 館内中央の階段

北方教育資料館  正面

大正時代の校舎

大正7年の卒業記念アルバム

現在と変わらない平成8年の校舎

昭和８年度入試問題

昭和2年の卒業記念アルバム

●❸

●❺

●❻

●❼

●❹
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開校60周年記念当時の航空写真

時代に合わせて変化し続けてきた
我が岩見沢校舎の歴史を探る

wamizawa
CAMPUSI

岩見沢キャンパス

　

岩
見
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
平
成
二
十
六
年
に
第
三
体
育
館
、平
成
二
十
七
年
に
は
地
域
文
化
活
動
棟
と
い
う
新

校
舎
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。新
校
舎
が
あ
っ
た
場
所
に
は
昔
、何
が
あ
っ
た
の
か
？　

旧
木
造
校
舎
跡
と
い
う
看
板

が
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
施
設
で
あ
っ
た
の
か
？　

と
い
っ
た
疑
問
を
調
査
し
、新
校
舎
が
建
設
さ
れ
る
以
前
の
様
子

を
知
る
方
の
お
話
も
交
え
、地
域
文
化
活
動
棟
と
第
三
体
育
館
の
施
設
の
様
子
な
ど
、昔
と
現
在
を
比
較
し
つ
つ
、

施
設
の
歴
史
の
変
遷
を
紐
解
き
ま
し
た
。

レポーターの声

岩見沢校・芸術･スポーツ文化学科・
芸術･スポーツビジネス専攻2年

平山 紗也華（ひらやま さやか）

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
の

夢
を
、専
門
分
野
を
生
か
し
て
叶
え
、活
躍
し
て
ほ

し
い
。そ
し
て
、空
知
に
恩
返
し
し
て
ほ
し
い
」と
い
う

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、私
た
ち
の
知
ら
な
い

年
代
の
岩
見
沢
校
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。砂
川
さ
ん
が
在
籍
し
て
い
た
時
期
も
取
り

上
げ
な
が
ら
、昔
と
今
の
岩
見
沢
校
に
つ
い
て
比
較

し
て
み
ま
し
た
。

　

昔
の
北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
に
つ
い
て
知

り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、本
学
O
B
で
、現
在
岩
見
沢

南
小
学
校
の
校
長
を
さ
れ
て
い
る
砂
川
昌
之
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。砂
川
さ
ん
は
現
在
、

空
知
校
長
会
の
会
長
も
さ
れ
て
い
ま
す
。三
階
建
て

の
美
術
・
音
楽
・
実
験
棟
が
建
設
さ
れ
た
と
き
に
入

学
し
、昭
和
五
十
九
年
に
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。当
時
、

新
築
さ
れ
た
ば
か
り
の
建
物
が
と
て
も
き
れ
い
だ
っ

た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。ま
た
、

サ
ー
ク
ル
棟
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
木
造
校
舎
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

当
時
の
岩
見
沢
校
の
学
生
は
、

半
数
が
教
員
を
志
望
し
て
お
り
、

教
員
免
許
を
取
得
し
な
い
と
卒

業
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。現

在
は
入
学
し
て
か
ら
将
来
を
考

え
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、当

時
は
教
員
養
成
系
の
大
学
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、入
学
時
点
で

教
員
に
な
る
と
自
覚
し
て
い
た

人
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。今
は
、

教
員
養
成
系
の
大
学
か
ら
、芸

術
と
ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
大

学
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、形
を
変
え
て
で
も
岩

見
沢
校
と
し
て
残
っ
て
く
れ
た

こ
と
が
う
れ
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。ま
た
、専
門
分
野

に
特
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
育
成
さ
れ
、

そ
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

最
後
に
、岩
見
沢
校
の
学
生

キ
ュ
ラ
ム
内
容
を
は
じ
め
、進
化
し
続
け
て
い
る
点
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、今
後
も
校
舎
に
ど
ん
な
変

化
が
生
ま
れ
る
の
か
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
二
十
六
年
に
第
三
体
育
館
、平
成
二
十
七
年

に
地
域
文
化
活
動
棟
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
は
面
積
が
一
六
二
三

平
方
メ
ー
ト
ル
、天
井
の
高
さ
は
一
二・
五
メ
ー
ト
ル
あ

り
、各
種
公
式
試
合
に
対
応
し
た
コ
ー
ト
サ
イ
ズ
を

確
保
し
て
い
ま
す
。二
階
に
は
、雨
天
時
や
冬
季
に
お

け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
一
周
、一
八
〇
メ
ー
ト
ル
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ッ
キ
を
備
え
て
い
ま
す
。ま
た
、運
動

分
析
室
、情
報
分
析
室
、戦
略
分
析
室
と
い
っ
た
運

動
技
術
改
善
に
役
立
つ
設
備
も
整
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
体
育
館
は
部
活
動
や
授
業
で
利
用
さ
れ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、学
生
主
体
の
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
バ
ル

シ
ュ
ー
レ
、iw

am
izaw

a

バ
レ
ー
塾
、iw

am
izaw

a

バ

ス
ケ
塾
、さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
合
宿
な
ど
と
、ス
ポ
ー
ツ
の
多

様
な
場
面
で
利
用
さ
れ
て
い
る
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

地
域
文
化
活
動
棟
は
五
つ
の
ス
ペ
ー
ス
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

　
一
階
に
は
、映
像
関
連
の
授
業
に
利
用
さ
れ
る
シ

ア
タ
ー
ル
ー
ム
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ル
ー
ム
、授
業
や

自
主
学
習
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー

ム
、学
生
の
作
品
や
研
究
な
ど
の
展
示
、休
憩
の
場

と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、二
階
に
は
、授
業
や
発
表
な
ど
で
利
用
さ

れ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
室
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
文
化
活
動
棟
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
目
的

や
形
態
に
合
わ
せ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
た
め
、毎
日
多
く
の
学
生
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、学
科
の
変
遷
に
合
わ
せ
て
、校
舎
は

形
を
変
え
て
き
ま
し
た
。今
も
岩
見
沢
校
は
カ
リ

旧男子寮は当時木造だった 木造校舎の写真

砂川さんへのインタビューの様子

岩
見
沢
校
O
B
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

01

現
在
の
校
舎
の
様
子

03

今回のインタビューを通して、昔の校舎の様子を知る
ことができました。現在も増築が続いている岩見沢校。
今後も新しい施設が増えるかもしれないと思うと楽し
みです。お忙しい中インタビューに応じてくださった砂
川さんに改めてお礼を申し上げます。

レポーターの声

岩見沢校・芸術･スポーツ文化学科・
芸術･スポーツビジネス専攻3年

毛利 羽音（もうり はのん）

昔の校舎の様子を知る方や現在の校舎を利用して
いる方、両方の視点から面白い比較ができたと思い
ます。現在、第3体育館はさまざまなスポーツ活動に
利用されているようなので、注目していきたいです。

し
た
。し
か
し
、そ
の
時
は
も
う
す
で
に
授
業
で
は
使

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。で
は
、一
体
ど
の
よ

う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。砂
川
さ
ん
に

よ
る
と
、サ
ー
ク
ル
が
活
動
場
所
と
し
て
使
っ
て
い
た

よ
う
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。そ
れ
か
ら
、こ
の
当

時
は
寮
も
木
造
で
し
た
。現
在
で
は
新
築
さ
れ
て
お

り
木
造
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
す
べ
て
個

室
で
す
が
、こ
の
時
は
一
部
屋
三
〜
四
人
で
の
生
活

だ
っ
た
そ
う
で
す
。男
子
寮
に
は
数
々
の
武
勇
伝
が

あ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、そ
れ
は
ま
た
別
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
伺
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

砂
川
さ
ん
が
在
学
さ
れ
て
い
た
当
時
、岩
見
沢
校

は
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。写
真
を
見
て
み
る
と
、現
在
の
校
舎
の
面
影

は
あ
り
つ
つ
も
、ま
だ
建
設
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
伺
う
前
、岩
見
沢

校
の
建
物
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、敷
地

内
で
旧
木
造
校
舎
の
正
面
玄
関
を
示
す
看
板
を
発

見
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、何
か
知
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、砂
川
さ
ん
に
質
問
し
て
み

ま
し
た
。す
る
と
、砂
川
さ
ん
が
入
学
さ
れ
た
当
時
、

木
造
校
舎
が
建
っ
て
い
た
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

創
立
六
十
周
年
当
時
の
校
舎
の
様
子

02
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キャンパス長と地域の方が
振り返る札幌校の平成

apporo
CAMPUSS

札幌キャンパス

　

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
は
一
九
八
七（
昭
和
六
十
二
）年
四
月
、札
幌
市
中
央
区
南
二
十
二
条
か
ら
札
幌
市
北

区
あ
い
の
里
へ
移
転
し
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
現
在
ま
で
札
幌
校
は
あ
い
の
里
と
共
に
平
成
の
時
代
を
歩
ん
で
き
ま
し

た
。そ
こ
で
今
回
は
札
幌
校
に
長
く
勤
続
さ
れ
て
い
る
札
幌
校
キ
ャ
ン
パ
ス
長
の
並
川
寛
司
先
生
と
、あ
い
の
里
に

お
店
を
構
え
る「
手
風
琴
」の
吉
田
裕
男
さ
ん
・
吉
田
玲
子
さ
ん
の
三
名
に
お
話
を
聞
く
こ
と
で
、学
生
が
知
ら
な

か
っ
た
移
転
当
初
の
あ
い
の
里
の
様
子
・
札
幌
校
の
歴
史
・
あ
い
の
里
と
の
つ
な
が
り
を
振
り
返
り
、こ
れ
ま
で
の
札

幌
校
の
変
化
を
知
り
、札
幌
校
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
も
考
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

※

並…

並
川
キ
ャ
ン
パ
ス
長
、裕…

吉
田
裕
男
さ
ん
、玲…

吉
田
玲
子
さ
ん
、藤…

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

希
望
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
し
た
ね
。

並　

僕
は
大
学
に
赴
任
し
て
一
年
旧
校
舎
に
居
て
、

移
転
し
て
く
る
準
備
を
し
て
翌
年
こ
っ
ち
に
来
た

の
で
す
が
、地
域
の
方
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
か
何

も
知
ら
ず
に
ど
う
移
転
す
る
の
か
に
追
わ
れ
て
い

た
の
で
、将
来
の
こ
と
だ
と
か
を
考
え
る
余
裕
は
正

直
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。移
転
前
の
二
月
に
新
し
い

校
舎
に
大
学
の
バ
ス
で
来
た
ら
天
気
が
悪
く
て
両

側
が
雪
の
壁
み
た
い
に
な
っ
て
い
た
の
で
、び
っ
く
り

し
て
学
生
や
自
分
自
身
が
こ
れ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
通

え
る
の
か
心
配
で
し
た
。た
だ
四
月
に
入
る
と
春
で

す
か
ら
交
通
障
害
も
な
く
普
通
に
過
ご
し
て
い
ま

し
た
け
れ
ど
冬
に
な
る
に
つ
れ
て
心
配
で
し
た
。学

校
が
閉
鎖
に
な
る
よ
う
な
大
き
な
こ
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

藤　

最
初
に
あ
い
の
里
に
移
転
し
た
と
き
の
印
象
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

裕　

期
待
・
希
望
・
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。学
園
通
り

を
中
心
と
し
な
が
ら
学
園
都
市
を
つ
く
っ
て
、や
が

て
教
育
大
学
を
中
心
と
し
な
が
ら
あ
い
の
里
が
充
実

す
る
の
で
は
と
期
待
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。希
望
と
し

て
は
当
時
い
ろ
ん
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て
言
っ
た
け
れ

ど
、や
が
て
は
学
生
さ
ん
た
ち
が
溢
れ
る
街
に
な
り

若
い
力
が
街
づ
く
り
の
中
で
活
躍
し
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。不
安
は
、あ
い
の
里
は
娯

楽
な
ど
に
制
約
が
あ
り
、み
だ
り
に
建
物
を
建
て
ら

れ
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
学
生
さ
ん
達
が
街
に
来
て

大
丈
夫
か
が
心
配
で
し
た
。初
め
の
頃
は
よ
く
親
御

さ
ん
が
学
生
さ
ん
を
連
れ
て
相
談
に
来
て
い
た
の
で

家
賃
や
家
の
数
と
か
も
不
安
で
し
た
。で
も
期
待
と

移
転
当
初
の
印
象

01

講
義
が
終
わ
る
時
間
に
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
、部

活
動
の
人
が
残
る
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
ね
。前
は
も

う
少
し
研
究
室
で
実
験
や
調
べ
物
を
し
て
み
ん
な
が

残
っ
て
夜
ま
で
活
気
が
あ
っ
た
。今
は
み
な
さ
ん
ア
ル

バ
イ
ト
が
あ
り
一
泊
で
何
か
す
る
と
き
は
一
カ
月
前
く

ら
い
に
言
わ
な
い
と「
そ
の
日
は
い
け
ま
せ
ん
」と
言
わ

れ
て
し
ま
う
の
で
す
よ
ね
。き
っ
と
み
ん
な
あ
る
程
度

生
活
の
た
め
に
必
要
で
は
あ
る
け
れ
ど
、ア
ル
バ
イ
ト

に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
大
学
に
遅
く
ま
で
自
由
に

残
っ
て
活
動
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。

玲　

我
々
が
大
学
生
の
頃
は
研
究
室
に
主
み
た
い
な

人
が
い
ま
し
た
よ
ね
。そ
う
い
う
雰
囲
気
で
は
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

藤　

移
転
当
初
と
現
在
で
何
か
変
化
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

玲　

お
店
で
は
初
期
の
方
が
学
生
さ
ん
も
多
く
て
、

大
人
っ
ぽ
く
振
る
舞
い
た
い
学
生
さ
ん
が
入
学
し
て

は
じ
め
て
喫
茶
店
に
入
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。最
近
は
も
う
喫
茶
店
の

文
化
が
わ
か
ら
な
く
て
困
っ
て「
好
き
な
と
こ
ろ
に

座
っ
て
く
だ
さ
い
」っ
て
言
う
と
座
っ
て
く
れ
る
と
い

う
感
じ
に
変
わ
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。で
も
最
近

ま
た
学
生
さ
ん
が
少
し
増
え
て
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

裕　

学
生
さ
ん
が
大
人
に
な
り
ま
し
た
ね
。実
は
僕

は
退
職
と
同
時
に
、北
教
大
の
方
で
図
書
館
学
の
非

常
勤
講
師
を
十
年
く
ら
い
や
っ
て
い
ま
し
た
。百
五

十
人
く
ら
い
受
け
る
子
が
い
て
、服
装

と
か
学
校
の
先
生
は
教
え
る
だ
け
で
な

く
身
を
も
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
よ
と
た
く
さ
ん
言
い
ま

し
た
。そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
い
ま
し
た
が

今
の
学
生
さ
ん
た
ち
は
す
ご
く
き
ち
っ

と
し
て
い
る
。そ
し
て
専
門
的
な
こ
と

も
も
ち
ろ
ん
だ
け
れ
ど
自
ら
学
ぶ
、情

報
を
取
り
込
む
、情
報
を
い
か
し
て
い

く
か
も
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。だ
か

ら
教
え
て
い
な
い
今
は
自
ら
学
ぶ
と
い

う
大
事
な
と
こ
ろ
が
身
に
付
い
て
い
る

の
か
な
と
心
配
に
思
い
ま
す
。

並　

街
の
様
子
が
変
わ
っ
た
と
い
う
の

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。最
初
は
駅
か
ら
出

た
時
大
学
が
見
え
て
い
た
か
ら
、見
え

る
の
に
な
か
な
か
着
か
な
い
と
い
う
感

じ
だ
っ
た
し
、歩
道
橋
を
越
え
る
と
左

側
は
全
部
空
き
地
で
、移
転
当
時
、春

先
は
ひ
ば
り
の
声
を
聞
き
な
が
ら
通
っ

て
い
ま
し
た
ね
。あ
と
学
生
さ
ん
が
今
は

移
転
当
初
か
ら
の
変
化

02

藤　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
札
幌
校
、学
生

へ
の
期
待
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

玲　

私
の
立
場
で
言
え
ば
、あ
い
の
里
に

は
古
い
お
店
は
少
な
い
で
す
け
れ
ど
、あ
る

こ
と
を
認
知
し
て
き
て
も
ら
い
た
い
の
が
一

番
で
す
ね
。そ
れ
と
い
ろ
い
ろ
な
お
祭
り
の

企
画
に
お
い
て
サ
ー
ク
ル
活
動
で
ご
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

裕　

学
校
の
先
生
に
な
っ
た
ら
授
業
を
ど

う
す
る
と
か
で
な
く
、ま
ず
こ
の
地
域
に
住

ん
で
い
る
子
は
ど
う
い
う
子
な
の
だ
ろ
う
と

か
地
域
を
見
る
目
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、地
域
の
店

と
か
お
祭
り
と
か
に
足
を
運
ん
で
み
て
ほ
し

い
で
す
。そ
し
て
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で

学
校
の
姿
を
地
域
の
人
に
見
せ
て
、先
生
方

だ
け
で
な
く
地
域
の
人
と
共
に
子
ど
も
を

育
て
る
の
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。あ
と
は

い
ろ
ん
な
会
が
あ
る
か
ら
学
生
さ
ん
に
入
っ

て
も
ら
っ
て
若
い
力
が
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

並　

自
分
の
時
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。限

ら
れ
た
四
年
間
で
た
だ
大
学
に
来
て
ア
ル
バ
イ
ト
し

て
と
い
う
こ
と
で
な
く
、や
っ
ぱ
り
自
分
で
何
か
取

り
組
み
た
い
も
の
を
見
つ
け
て
そ
の
な
か
で
学
ぶ
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、そ
う
い
う
こ
と
に
目
を

向
け
て
ほ
し
い
で
す
。そ
の
一
つ
に
地
域
の
活
動
に

行
っ
て
み
る
と
か
、そ
れ
か
ら
、教
員
と
い
う
こ
と
で

考
え
る
と
、い
ろ
い
ろ
な
学
校
と
か
団
体
で
行
っ
て

い
る
教
育
に
関
わ
る
研
究
会
と
か
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
か

に
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
思
う
か
ら
行
っ
て
み
て

ほ
し
い
で
す
。大
学
の
中
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
外
に
行
っ
て
実
際
に
い
ろ
ん
な
も
の
を
見
聞

き
す
る
と
い
う
の
が
大
事
な
の
で
、そ
う
い
う
気
持

ち
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
期
待

03

インタビュアーの声

札幌校・教員養成課程・
言語社会教育専攻
社会科教育分野2年

藤田 あい（ふじた あい）

今回、取材をしてあいの里と札幌校のつながりを改め
て知ることができ、そして今まで知らなかった札幌校の
歴史を知る良い機会となりました。今回のお話を踏ま
えて札幌校の学生として皆さんがお話してくださった
ような学生を目指していきたいと感じました。

上／学生との思い出を話す吉田裕男さん
下／移転時の印象を話す並川寛司キャンパス長

左から並川寛司キャンパス長、吉田玲子さん、吉田裕男さん

札幌校の今後を考える3人

「手風琴」との関わりを話す吉田玲子さん
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地域が作った旭川校。
次は私たちが、地域、未来のために。

asahikawa
CAMPUSA

旭川キャンパス

　

夏
は
三
〇
度
、冬
は
マ
イ
ナ
ス
二
五
度
と
い
う
寒
暖
差
の
激
し
い
旭
川
。こ
の
地
に
ど
う
し

て
師
範
学
校
が
建
て
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。そ
こ
に
は
地
元
の
人
々
の
熱
い
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。

　

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
の
歴
史
は
波
瀾
万
丈
で
す
。近
文
ア
イ
ヌ
を
は
じ
め
と
し
た
ア

イ
ヌ
の
人
々
と
の
対
立
、戦
争
の
中
で
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
本
来
の
教
育
目
標
、戦
後
の
教
員

不
足
や
土
地
不
足
、た
く
さ
ん
の
困
難
を
乗
り
越
え
、私
た
ち
の
学
び
舎
が
今
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。旭
川
校
の
歴
史
を
学
び
、そ
し
て
未
来
へ
と
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
せ
ん
か
？

右／オホーツナイ川の痕跡を今に残す昭和池。ここにアイヌの集落があった。
左／かつての自然を偲ばせる、昭和池の畔のエゾミクリ。

レポーターの声

旭川校・教員養成課程
英語教育専攻3年

朝日 郁絵
（あさひ いくえ）

画
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。そ
こ
に
は
秘
密
の
第
三
師

範
学
校
の
設
置
案
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
に
際
し
、

旭
川
区
の
区
長
や
上
川
管
内
の
町
村
長
ら
が
、旭

川
は
道
東
お
よ
び
道
北
の
交
通
の
中
心
地
で
あ
り
、

旭
川
出
身
の
教
員
数
が
多
い
こ
と
、気
候
風
土
が
保

健
に
適
し
て
い
る
こ
と
、山
川
な
ど
の
教
育
的
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
掲
げ
、設
置
を
要
求
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、つ
い
に
道
庁
は
一
九
二
二
年
に
第
三

師
範
学
校（
旭
川
）と
第
四
師
範
学
校（
釧
路
）の
新

設
を
許
可
し
ま
し
た
が
、あ
る
条
件
が
付
い
て
い
ま
し

た
[1]

。

　
一
八
六
八
年
の
明
治
維
新
以
降
、開
拓
使
に
よ
り

道
東
、道
北
に
ま
で
開
拓
が
進
み
、北
海
道
の
人
口

は
増
加
し
ま
し
た
。一
九
一
〇
年
か
ら
、旭
川
市
で
は

各
種
の
中
等
教
育
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
、北
海
道

議
会
に
議
案
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
が
、な
か
な
か

受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
折
り
、一
九
一
七

年
頃
よ
り
、北
海
道
内
で
は
正
規
の
教
育
を
受
け
た

小
学
校
教
員
が
不
足
し
、そ
れ
が
教
育
の
低
下
を
招

く
と
危
惧
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。必
要
性
が
認
識

さ
れ
、一
九
二
一
年
十
一
月
に
道
庁
は
庁
立
中
等
学
校

新
設
七
カ
年
計
画
な
る
北
海
道
中
等
教
育
拡
充
計

「
和
人
」の
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。一
九
〇
二
年
の
第

七
師
団
旭
川
設
置
に
伴
い
、訓
練
場
の
西
側
の
土

地「
近
文（
チ
カ
ブ
ミ
）」（
現
在
の
北
海
道
教
育
大

学
旭
川
校
付
近
）に
住
ん
で
い
た
ア
イ
ヌ
の
人
々
は

天
塩
川
上
流
へ
と
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
悲
し
い
過
去
が
あ
る
旭
川
の
地
に
一
九
二
三

年
四
月
、官
立
北
海
道
旭
川
師
範
学
校
と
し
て
私

た
ち
の
学
校
は
誕
生
し
た
の
で
す
[2]

。

　

川
の
多
い
旭
川
。川
の
合
流
地
点
が
多
く
あ
り
、

上
り
下
り
の
河
川
交
通
と
し
て
近
隣
ア
イ
ヌ
と
の
交

流
の
場
で
あ
っ
た
旭
川
に
は
も
と
も
と
多
く
の
ア
イ

ヌ（
ペ
ニ
ウ
ン
ク
ル
）の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、一
八
六
九
年
に
蝦
夷
地
が
北
海
道
と
改
ま
っ

て
か
ら
、旭
川
の
ア
イ
ヌ
の
混
乱
が
始
ま
り
ま
し
た
。

特
に
一
八
七
二
年
の
北
海
道
土
地
売
貸
規
則
に
よ
っ

て
、北
海
道
の
土
地
の
所
有
権
を
認
め
ら
れ
る
の
は

実
が
図
れ
な
い
ま
ま
、教
育
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
戦
争
が
進
む
に
つ
れ
、国
家
主

義
的
、全
体
主
義
的
教
育
が
な
さ
れ
る
な
か
、本
来

の「
教
員
を
育
て
る
」と
い
う
目
的
は
見
失
わ
れ
て

し
ま
い
、一
九
五
一
年
、北
海
道
第
三
師
範
学
校
は
名

実
と
も
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
[1]

。

　
一
九
四
三
年
三
月
六
日
の
勅
令
第
一
〇
九
号
に
よ

り
師
範
教
育
令
が
改
正
さ
れ
、札
幌
、函
館
、旭
川

の
三
師
範
学
校
は
、そ
れ
ぞ
れ
第
一
、二
、三
師
範
学

校
と
し
て
専
門
学
校
程
度
に
昇
格
し
ま
し
た
。し
か

し
、教
員
育
成
の
た
め
に
開
校
さ
れ
た
は
ず
の
師
範

学
校
は
、戦
火
の
な
か
に
そ
の
本
質
を
見
失
っ
て
い

き
ま
し
た
。戦
争
の
な
か
で
教
育
内
容
と
施
設
の
充

取材に訪れた、旭川キャンパス近傍のアイヌ記念館。

加藤雅之先生

戦
禍
を
越
え
て
、官
立
北
海
道
第
三
師
範
学
校

04

北
海
道
学
芸
大
学
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
[1]

。そ
し
て
、

一
九
六
六
年
に
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
分
校
と
な
り
、

一
九
九
三
年
に
現
在
の
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
が

で
き
ま
し
た
。

　
一
九
四
九
年
五
月
三
十
一
日
の
国
立
大
学
設
置
法

に
よ
り
一
都
道
府
県
一
国
立
大
学
設
置
の
方
針
が
確

立
さ
れ
ま
し
た
。平
和
的
民
主
的
国
家
社
会
の
形

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
札
幌
、函
館
、

岩
見
沢
、旭
川
、釧
路
の
五
分
校
と
本
部
を
も
っ
て

平
和
を
願
い
次
の
世
代
へ
、北
海
道
学
芸
大
学
旭
川
分
校

05

札
幌
、函
館
…
な
ぜ
旭
川
に
学
校
が
？

01

犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
の
悲
し
い
歴
史
。

03

　

戦
後
、教
育
に
力
を
入
れ
よ
う
と
い
う
な
か
、旭
川

校
を
襲
っ
た
の
は
深
刻
な
教
員
不
足
と
建
物
不
足
で

し
た
。

　

都
道
府
県
に
設
立
さ
れ
た
各
新
制
大
学
が
、こ

ぞ
っ
て
人
員
配
置
の
充
実
を
図
っ
た
時
期
で
あ
り
、教

員
の
確
保
は
特
に
難
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、学
舎
の
確
保
も
困
難
を
極
め
ま
し
た
。北

門
町
地
域（
現
在
の
旭
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）だ
け
で
は
大

学
教
育
に
対
応
で
き
ず
、春
光
町（
現
在
の
附
属
小

中
学
校
付
近
）に
あ
っ
た
師
範
学
校
女
子
部
の
校
舎

を
利
用
し
、人
文
科
学
、社
会
科
学
、教
育
科
学
、美

術
、家
庭
科
の
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。学
生
は
日
々

片
道
二
十
分
の
校
舎
の
往
復
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。特
に
冬
は
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
[3]

。

新
時
代
へ
の
再
ス
タ
ー
ト
、し
か
し
、校
舎
が
足
り
な
い
！！

06

旭
川
校
生
へ
の
願
い

　

今
の
学
生
さ
ん
に
は
、社
会
経
験
を
も
っ
と
積
ん

で
ほ
し
い
で
す
。自
然
な
関
わ
り
の
中
で
人
と
付
き

合
う
経
験
を
積
ん
で
ほ
し
い
。と
い
う
の
は
対
機
械

で
は
な
く
、対
人
間
と
の
付
き
合
い
を
学
ん
で
ほ
し

い
で
す
。あ
と
は
教
師
の
品
格
を
持
っ
て
生
徒
に
接

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。例
え
ば
、言
葉
遣
い
一
つ
で
も

生
徒
に
移
っ
て
し
ま
い
ま
す
。生
徒
に
正
し
い
言
葉
遣

い
を
し
て
ほ
し
い
の
で
、教
師
自

身
が
し
っ
か
り
語
尾
を
整
え
て
話

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
も

教
育
の
一
環
で
す
。そ
し
て
、想

像
力
を
も
っ
と
働
か
せ
て
ほ
し
い

で
す
。今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
指

導
案
の
例
な
ど
が
た
く
さ
ん
載
っ

て
い
ま
す
が
、自
分
で
考
え
て
、生

み
出
す
、そ
う
い
っ
た
力
を
付
け

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。あ
と

は
笑
顔
で
す
。教
師
が
笑
顔
だ
と

生
徒
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
か
ら
。

教
員
に
な
っ
た
O
B
か
ら
見
る
、現
在
の
旭
川
校
生

　

一
九
六
八
年
に
旭
川
校
を
卒
業
さ
れ
、現
在
は
非

常
勤
講
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
加
藤
雅
之
先

生
が
語
っ
た
、当
時
の
旭
川
校
の
様
子
に
つ
い
て
ま
と

め
ま
し
た
。

　

講
師
を
し
て
い
て
、学
生
さ
ん
が
真
面
目
で
、教

師
に
な
り
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
学
生
さ
ん
が
多
い

と
感
じ
ま
す
。私
た
ち
の
頃
は『
で
も
し
か
先
生
』と

い
う
よ
う
な
、教
員
に
で
も
な
る
か
と
い
う
学
生
さ
ん

が
多
か
っ
た
で
す
。代
返
も
あ
っ
た
し
、授
業
の
終
わ

り
ご
ろ
に
教
室
に
入
っ
て
い
っ
て
受
講
票
を
も
ら
っ
た

り
も
し
て
い
ま
し
た
。あ
と
は
裕
福
な
学
生
さ
ん
が

増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。ほ
と
ん
ど
が
旭
川
や
旭

川
近
辺
か
ら
来
て
い
て
、道
外
か
ら
旭
川
校
に
来
て

い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。私
た
ち
は
み

ん
な
今
ほ
ど
裕
福
で
は
な
か
っ
た
の
で
、寮
に
四
、五

人
集
ま
っ
て
麻
雀
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。だ
か
ら

昔
の
学
生
は
絆
が
深
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。あ
と
は
、

ス
ー
ツ
な
ん
て
持
っ
て
な
か
っ
た
か
ら
学
生
服
で
実
習

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

昔
日
の
学
校
行
事

　

大
学
行
事
も
少
し
変
わ
り
ま
し
た
ね
。六
稜
祭
で

は
街
中
ま
で
仮
装
行
列
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。今
は

禁
止
で
す
が
お
酒
も
あ
り
ま
し
た
。当
時
は
卓
球
部

に
入
っ
て
い
た
の
で
、全
国
大
会
に
行
く
資
金
集
め

で
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
主
催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。店
か
ら
カ
ラ

オ
ケ
を
借
り
た

り
、ミ
ラ
ー
ボ
ー

ル
を
借
り
た
り

し
て
い
ま
し
た
。 昔

は
学
生
と
し
て
、現
在
は
先
生
と
し
て

〜
卒
業
生
が
語
る
旭
川
校
〜

07

旭川校には自分の知らない歴史があって調べ
ていてとても楽しかったです。そして先生の学生
への言葉「対人間との付き合いを学んでほし
い」という言葉が印象に残っていて、教師にな
る人ならない人を問わず、これからを生きる人に
とって大切な言葉だと思いました。

九
十
九
号
で
旭
川
師
範
学
校
の
開
校
が
許
可
さ
れ
、

北
海
道
庁
告
示
七
百
三
十
九
号

　
「
北
海
道
旭
川
師
範
学
校
を
旭
川
市
に
、北
海
道

釧
路
師
範
学
校
を
釧
路
市
に
設
置
し
、大
正
十
二

年
四
月
よ
り
開
校
す
」が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
[1]

。

　

旭
川
市
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
条
件
と
は
、建
設
費

は
地
元
の
寄
付
金
に
よ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。そ

の
予
算
は
三
六
万
九
九
一
二
円（
現
在
の
約
二
億
円
）

と
莫
大
で
し
た
が
、旭
川
市
民
の
熱
心
な
支
援
に
よ

り
、つ
い
に
一
九
二
二
年
九
月
十
二
日
の
文
部
省
北
普

地
元
民
の
協
力
が
大
学
を
つ
く
っ
た
。

02
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ば
く
だ
い

や



僕は将来、球団マネジメントといった野球に関わる仕事をしたい
との思いから、スポーツビジネスの勉強ができる岩見沢校への進
学を決めました。入学後は自分の武器であり、今まで続けてきた
落語を学内外に広げるため、芸能サークルを立ち
上げました。個性を生かして、さまざまな活動
に取り組んでいきたいと思っています。

釧路校に入学し、多くの仲間たちに支えられて、とても充
実した毎日を過ごしています。勉強に部活動、研究室活
動やボランティアなど、やるべきこともやりたいこともたくさ
んあるので、時間を無駄にせず、理想の教師像を目指し
て日々努力し、精進していきたいです。

釧路校・教員養成課程・
地域学校教育実践専攻１年

犬養 竣（いぬかい しゅん）さん

入学当初は知り合いがおらず、独りからのスタートでしたが、今では
とても素晴らしい仲間たちに恵まれています。きっかけは、隣り合わ
せた相手と親しくなったことです。まだ始まったばかりの大学生活、
さらなる刺激を求め、隣人のそのまた隣人と輪を広げ、いつかこれを
読んでいるあなたとも親しくなれたらうれしいです。

函館校・国際地域学科・
地域協働専攻・国際協働グループ１年

遊佐 竜也（ゆさ たつや）さん

岩見沢校・芸術･スポーツ文化学科・
芸術･スポーツビジネス専攻１年

黒川 雄星（くろかわ ゆうせい）さん

大学に入学して、今までにないたくさんのチャンスを目の前にし、より一
層重要になるのは「自分の意志」であると強く感じています。チャンス
は自分から掴もうとしなければやってきません。チャンスを掴めるかは自
分次第です。まずは、いつかやって良かったと思えることを信じてさまざ
まなことに挑戦し続けたいと思います。

札幌校・教員養成課程・言語･社会教育専攻・社会科教育分野１年

佐々木 優（ささき ゆう）さん

今年の4月に入学した新入生は、どんな思
いを胸に未来を見据えているのでしょう
か？　希望と熱意にあふれる皆さんに、そ
の抱負を一言で表現してもらいました！

新 入 生 の

抱　○　負

釧 路
キャンパス

函 館
キャンパス

岩見沢
キャンパス

札 幌
キャンパス

初めて、YO
SAKOIソーラ

ン祭りに

出場しました
！

大学で
も野球

を続け
ていま

す。

今は４
番を務

め、チ
ームメ

イトと
一緒に

頑張っ
ていま

す。

時間を大切に日々
練習しています！

今後、市
内を中心

に

落語を披
露していく

予定です
！

私は出身地である北海道で小学校の特別支援学級の教員
になることを目指しています。大学進学を考えた時、旭川校は
小学校教育と特別支援教育のどちらも深く学べ、一種免許
が取得できると知ったので、名古屋の高校から進学を決めま
した。大学生活では、教育実習Ⅰだけでなく、特別支援教育実
習も見据えて学びたいと思っています。サークル活動を通して
支援を必要とする人 と々関わる経験を多く積み、支援学級と
通常学級という垣根を越えて児童たちのかけ橋になることが
目標です。

旭川校・教員養成課程・教育発達専攻１年

清水 友捺（しみず ともな）さん旭 川
キャンパス

持ち前の笑顔で

教壇に立ちます。
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アトリエでの制作の様子

る
組
織
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
活
動
の
企
画
・
活
動

場
所
の
準
備
・
活
動
後
の
反
省
等
、

常
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。

―

将
来
教
師
に
な
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、保
護
者
の
方
と
関
わ
る
経

験
を
積
め
る
と
い
う
こ
と
は
と
て

も
貴
重
な
機
会
で
す
ね
。

山
下　

参
加
者
さ
ん
の
こ
と
を
一

番
よ
く
知
る
保
護
者
の
方
と
連
携

し
て
活
動
で
き
る
た
め
、参
加
者
さ

ん
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
求
め
て

い
る
の
か
、ま
た
ど
の
よ
う
な
点
に

注
意
す
る
べ
き
か
、学
生
側
が
全
員

し
っ
か
り
把
握
し
た
う
え
で
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

―

で
は
活
動
を
行
う
な
か
で
大
変

な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

山
下　

参
加
者
さ
ん
の
特
徴
が
人

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
こ
と
や
年
齢
層

が
幅
広
い
こ
と
か
ら
、毎
月
ど
の
よ

う
な
活
動
を
行
う
か
に
つ
い
て
と
て

も
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。準
備
不
足
だ
と
ト
ラ

ブ
ル
も
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ

れ
を
事
前
に
防
ぐ
た
め
に
も
、活
動

場
所
の
下
見
や
当
日
の
流
れ
は
会

議
で
念
入
り
に
確
認
し
ま
す
。

―

一
回
一
回
の
活
動
に
多
く
の
時

間
を
費
や
し
て
準
備
を
し
て
い
る

の
で
す
ね
。で
は
最
後
に
、活
動
中

に
障
害
の
あ
る
方
々
と
向
き
合
う

う
え
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
下　

ま
ず
は
、参
加
者
さ
ん
の

「
休
日
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘

を
行
っ
た
り
も
し
ま
す
。

―

普
段
行
う
の
が
難
し
い
、野
外
活

動
も
体
験
で
き
る
と
い
う
の
は
非

常
に
魅
力
的
で
す
ね
。活
動
は
ど
の

よ
う
な
流
れ
で
行
う
の
で
す
か
？

山
下　

活
動
内
容
を
そ
の
回
の
リ
ー

ダ
ー
を
筆
頭
に
決
め
、道
具
の
準
備

や
教
授
・
参
加
学
生
を
集
め
た
会
議

を
行
い
、当
日
の
活
動
を
運
営
し
ま

す
。ま
た
、活
動
後
に
は
参
加
者
さ
ん

の
活
動
時
の
様
子
を
保
護
者
に
直

接
伝
え
、全
体
で
反
省
を
行
い
ま
す
。

―

な
る
ほ
ど
、保
護
者
と
の
関
わ

り
も
あ
る
の
で
す
ね
。

山
下　

は
い
。も
と
も
と
、ら
ぽ
ら

ぽ
の
活
動
は
す
べ
て「
ど
ん
ま
い
の

会
」「
自
閉
症
児
者
親
の
会
」と
い

う
、保
護
者
の
方
々
が
運
営
し
て
い

発達障害のある方々の余暇支援を目的とした旭川校のサークル「らぽら
ぽ」。さまざまな活動を運営されていますが、実際にはどのような流れで行
われているのか、発達障害の特徴にも触れながら紹介していきます。

れ
ず
に
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
う

よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
、そ
し
て

「
障
害
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
意

識
し
す
ぎ
ず
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。

―

意
識
し
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
は

具
体
的
に
言
う
と
？

山
下　

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、誰
に
で
も
得
意
不
得
意
が
あ

る
の
は
当
然
で
す
。参
加
者
さ
ん
に

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
分
、参
加
者

さ
ん
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。な
の
で
、「
支
援
す

る
」と
い
う
意
識
を
持
た
ず
に
あ
く

ま
で
も「
一
緒
に
経
験
す
る
」と
い
う

意
識
の
も
と
で
行
っ
て
い
ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
人
と
関
わ
る
う
え

で
も
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。学
生
側

が
そ
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
臨
む

こ
と
で
初
め
て
参
加
者
さ
ん
も
楽
し

い
休
日
を
送
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

発
達
障
害
に
は
大
き
く
分
け

て
、自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
、注

意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
、学
習
障
害

の
３
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

診
断
名
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
一
人
一

人
症
状
や
特
徴
は
異
な
り
ま
す
。

ら
ぽ
ら
ぽ
の
参
加
者
は
、こ
の
三
つ

の
う
ち
の「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

障
害（
以
下
、自
閉
症
）」の
あ
る
方

で
す
。そ
の
皆
さ
ん
の
休
日（
余
暇
）

を
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
の
が
ら
ぽ
ら
ぽ
の
活
動
で
す
。

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
か
、ど
の
よ
う
な
魅

力
が
あ
る
の
か
、サ
ー
ク
ル
代
表
の

教
育
発
達
専
攻
三
年
生　

山
下
日

菜
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―

ま
ず
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
抱

え
て
い
る
と
い
う「
自
閉
症
」の
特

徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
下　

自
閉
症
の
方
の
主
な
特
徴

と
し
て
は
、特
定
の
動
き
や
感
覚
に
こ

だ
わ
り
が
強
い
こ
と
、人
と
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、特
性
は

人
に
よ
っ
て
か
な
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

―

余
暇
支
援
を
す
る
こ
と
が
目
的

と
い
う
こ
と
で
す
が
、休
日
を
楽
し

く
過
ご
す
た
め
に
な
ぜ
支
援
が
必

要
な
の
で
す
か
？

山
下　

先
ほ
ど
あ
げ
た
自
閉
症
の

特
徴
の
な
か
に「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
」と
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

よ
っ
て
休
日
に
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
も

簡
単
に
は
い
か
な
い
た
め
、ど
う
し

て
も
一
人
で
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。そ
こ
で
充
実
し
た
休
日
を
過

ご
す
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

―

休
日
に
多
く
の
人
と
過
ご
す
こ

と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

機
会
も
増
え
る
と
い
う
面
で
も
参

加
者
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
活
動
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。で
は
、主
に
ど
の

よ
う
な
活
動
を
行
う
の
で
す
か
？

山
下　

ま
ず
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自

身
が
楽
し
い
と
思
う
活
動
を
行
う

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
活
動
が
あ
り
、調

理
活
動
や
運
動
、登
山
や
キ
ャ
ン
プ

現
在
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
活
動
し
つ
つ
、卒
論
で
取

り
組
ん
だ「
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
に
お
け
る

フ
ァ
ン
の
実
態
」に
つ
い
て
の
研
究
を
さ
ら
に
深
め
て

い
る
大
学
院
生
の
南
部
晃
さ
ん
。そ
の
研
究
方
法
や

ご
自
身
の
将
来
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

―
大
学
院
に
進
学
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
？

　

卒
業
論
文
で「
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
に
お

け
る
フ
ァ
ン
の
実
態
」を
テ
ー
マ
に
し
て
、ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
の
日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
に
お
け
る
フ
ァ
ン
に
対
し
て

観
戦
者
調
査
を
行
い
、フ
ァ
ン
の
実
態
の
基
礎
的
な

資
料
を
集
め
た
の
で
、集
め
た
資
料
を
基
に
も
う
少

し
深
掘
り
を
し
た
い
と
考
え
、大
学
院
に
進
学
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
研
究
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

修
士
論
文
に
向
け
て
、卒
業
論
文
で
取
り
組
ん

だ
こ
と
を
継
続
、発
展
さ
せ
る
研
究
を
し
て
い
ま

す
。「
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
に
お
け
る
フ
ァ
ン

の
実
態
」を
テ
ー
マ
に
し
て
調
査
し
た
結
果
、男
性

よ
り
女
性
の
方
の
観
戦
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。女
性
フ
ァ
ン
が
多
く
、好
き
な
選

手
や
チ
ー
ム
を
応
援
し
た
い
と
い
う
理
由
が
多
い
の

が
特
徴
で
あ
る
こ
と
、ま
た
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
や
っ

て
い
な
か
っ
た
人
が
多
く
観
戦
し
て
い
る
と
い
う
の

も
特
徴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。新

規
の
フ
ァ
ン
獲
得
の
ヒ
ン
ト
が
女
性
フ
ァ
ン
に
あ
る

と
思
う
の
で
、女
性
フ
ァ
ン
に
焦
点
を
当
て
て
、観

戦
動
機
・
魅
力
・
不
満
な
ど
を
観
戦
者
調
査
で
聞

き
、修
士
論
文
に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

―
観
戦
者
調
査
と
は
ど
の
よ
う
な
調
査
で
あ
る
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

観
戦
者
調
査
と
は
、実
際
に
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
の
試
合
会
場
に
行
き
、観
戦
者
一
人
一
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、年
齢
・

性
別
・
在
住
な
ど
の
観
戦
者
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
や
観
戦
動
機
・
魅

力
・
不
満
な
ど
を
ア
ン
ケ
ー
ト

し
、回
収
し
て
、分
析
し
ま
す
。

―
な
ぜ
そ
の
研
究
に
興
味
を

持
た
れ
た
の
で
す
か
？

　

自
分
自
身
は
大
学
か
ら
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
を
始
め
た
の
で
す
が
、

日
本
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
観
る
に

お
い
て
も
、す
る
に
お
い
て
も
、野

球
や
サ
ッ
カ
ー
に
比
べ
た
ら
マ
イ

ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
も
含
め
た
マ
イ
ナ
ー

ス
ポ
ー
ツ
が
普
及
し
て
、人
気
に

な
る
の
か
方
法
を
見
つ
け
た
い

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

―
研
究
の
着
地
点
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

観
戦
者
調
査
を
す
る
上
で

よ
り
多
く
の
良
い
デ
ー
タ
を
集

め
る
た
め
に
、質
問
内
容
や
分

析
方
法
を
し
っ
か
り
固
め
、男
女
共
に
観
戦
者
が

現
在
ど
の
よ
う
な
観
戦
動
機
・
魅
力
・
不
満
な
ど

を
持
っ
て
観
戦
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
、

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
や
チ
ー
ム
運
営
に
使
え

る
よ
う
な
分
析
、観
戦
者
を
増
や
す
策
を
提
案
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
の
進
路
・
将
来
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、北
海
道
に
は
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

に
所
属
し
て
い
る
チ
ー
ム
が
な
い
の
で
、北
海
道
コ
ン

サ
ド
ー
レ
札
幌
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
設
立
す

る
の
が
夢
で
あ
り
、そ
う
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
や

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
大
学
生
時
代
に
研
究
し
て
き
た

こ
と
を
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

岩見沢校・芸術･スポーツ文化学科・
芸術･スポーツビジネス専攻卒業
北海道教育大学大学院教育学研究科・
教科教育専攻・保健体育専修１年

話=南部 晃（なんぶ ひかる）さん

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
フ
ァ
ン
の

実
態
を
紐
解
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
ら
ぽ
ら
ぽ
」の

活
動
か
ら
学
ぶ
特
別
支
援
教
育
と
は

みんなで旭岳登頂に挑戦してきました。

毎年4月２日の自閉症啓発デーに、
旭川のCoCoDeにて点灯式を行って
います。あたり一面が自閉症のシンボ
ルである青色に染まります。

季節に合わせた活動も大事にしてい
ます。雪にカラフルな色をつけて遊び
ました！

旭 川

レポーターの声

旭川校・教員養成課程・教育発達専攻３年
横山 彩夏（よこやま さやか）

教師を目指している、とくに教育発達専攻の私たちにとって特別
支援教育の知識は必要不可欠ですし、すべての学生が講義を受
けています。しかし、知識だけでなく、実際に関わるという経験が非
常に重要だということを感じました。この記事を通して、少しでも多く
の学生が特別支援教育への関心を持ってくれることを願います。

インタビュアーの声

岩見沢校・芸術･スポーツ文化学科・
芸術･スポーツビジネス専攻３年

毛利 羽音
（もうり はのん）

ハンドボールの競技そのものではなく「ファンの実
態」に着眼点を置いた調査や分析のお話は新鮮
で、ハンドボールをしている私にとって非常に興味
深い内容でした。残りの大学生活で、自分の好き
なことや研究を深めていこうという気持ちを大切に
していきたいと思いました。

ハンドボール部で活動する様子

本を読んで勉強する様子
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―JENESYS（ジェネシス）というプ
ログラムを利用して東ティモールに
行かれたそうですが、JENESYSと
は何でしょうか？
　日本の外務省が推進する「対日
理解促進交流プログラム」のことで、
将来を担う人材を日本に招聘したり、
また日本から派遣したりして日本の魅
力を積極的に発信することで、対日
理解を促進する目的で行われていま
す。このプログラムの対象国は東
ティモールを含むアジア大洋州地域
の他に、北米や中南米地域などもあ
ります。今回の東ティモールへは、日
本の３大学から審査を通過した各６
人が派遣され、9日間行動を共にしま
した。外務省管轄のプログラムのた
め、渡航費や滞在費などは一切かか
らずに行くことができました。
―印象的だった現地での出来事は
ありますか？
　現地の人がとにかく優しくて人懐

こいことです。現地に到着すると、た
くさんの人が温かく迎えてくれたり、
滞在したホテルの方が毎朝「ボン　
ディア（おはよう）」とあいさつしてくれ
たりしました。あいさつは町を歩いて
いても交わされました。また、派遣中
に現地の学校を何度か訪問して、授
業を観察したり、プレゼンをしたりした
のですが、毎回現地のダンスで歓迎
してくれました。この温かさに慣れて
しまっていたため、派遣期間が終了
して東京で解散した時は、あいさつも
せずに通り過ぎていく周りの人々の
ことを冷たく感じてしまいました。（笑）
―派遣を通して学んだことを教え
てください。
　頭がパンクしそうになるほど多く
のことを学んだのですが、特に強く
印象に残っていることは、東ティ
モールはインフラが整っていないた
め、勉強したいのにできないという
現状についてでした。授業をして

函館校・国際地域学科・地域協働専攻・国際協働グループ２年
澤口 心（さわぐち こころ）さん

2019年2月19日～2019年2月27日
期間

いてもブレーカーが途中で落ちて
しまうため、授業を円滑に進めるこ
とができません。整った学習環境
がみんなに与えられている日本で
は、やる気がなくても学ぶことはで
きます。一方東ティモールでは、学
習できる環境にある一部の子ども
たちみんなが一生懸命勉強に取り
組んでいます。そのため帰国してか
らは、私も勉強を頑張ろうと思うよ
うになりました。
―東ティモールに行った感想を聞
かせてください。
　帰国後、東ティモールであったこ
とを友人に話すと、みんなが「東ティ
モールに行ってみたい」と言ってく
れることがとてもうれしいです。私自
身、海外に行くことが初めてだった
ため、派遣前はとても不安でしたし、
経由地のインドネシアに到着した時
に実は「帰りたい」とホテルの同室
の仲間に話していました。しかし、ホ

テルのレストランでジュースを頼んだ
とき、ジュースを作っていた方に話し
掛けてみるととてもフレンドリーに対
応してくれて、サービスまでしてくれ
ました。これをきっかけに海外に対
する怖いイメージが払拭され、楽しく
過ごすことができました。初めての
海外はとてもいい思い出に恵まれ
たので、これからも、海外に行く授業
に参加したり留学や旅行をしたりし
て、どんどん海外に行ってみたいと
思っています。

函 館
キャンパス 東ティモール

｜国｜際｜交｜流｜ニ｜ュ｜ー｜ス｜
International exchange news

よ
う
な
研
究
で
す
か
？  

詳
し
く
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

あ
れ
は
大
規
模
災
害
時
の
ス
ト
レ
ス

反
応
に
つ
い
て
の
研
究
で
す
。東
北
大

学
、東
北
福
祉
大
学
、香
川
大
学
の
研

究
者
と
共
同
で
行
い
ま
し
た
。私
は
八

年
間
東
北
に
い
て
、東
日
本
大
震
災

を
宮
城
県
で
経
験
し
ま
し
た
。御
縁

が
あ
っ
て
被
災
地
域
の
公
務
員
の
方

の
支
援
や
学
校
職
員
の
方
の
支
援
に

も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

の
研
究
は
そ
の
中
で
も
、宮
城
県
石

巻
市
職
員
の
四
年
間
の
健
康
調
査
を

分
析
し
た
も
の
で
す
。研
究
の
ポ
イ
ン

ト
は
二
つ
あ
っ
て
、一
つ
が
行
政
職
員
を

対
象
に
し
た
こ
と
と
、も
う
一
つ
が
災

害
後
の
ス
ト
レ
ス
の
長
期
的
な
変
動

を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
す
。

　

行
政
職
員
を
対
象
に
し
た
点
と
い

う
の
は
、大
規
模
な
災
害
が
起
き
た

際
、公
務
員
は
自
身
も
被
災
し
て
い

る
の
に
も
関
わ
ら
ず
住
民
の
た
め
に

昼
夜
を
問
わ
ず
懸
命
に
働
か
れ
ま
す
。

一
方
、す
べ
て
の
住
民
が
そ
う
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た

行
政
的
な
、不
備
・
不
満
を
職
員
に
ぶ

つ
け
ら
れ
ま
す
。こ
れ
も
住
民
の
気
持

ち
を
考
え
る
と
や
む
を
得
な
い
部
分

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、新
聞

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
も
こ
ぞ
っ
て
行
政
の

不
手
際
を
指
摘
し
ま
す
。災
害
に
よ

る
激
務
に
加
え
、周
囲
の
環
境
が
こ
れ

で
は
行
政
職
員
の
方
は
体
調
を
崩
し

て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
状
況
に

焦
点
を
当
て
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

災
害
後
の
ス
ト
レ
ス
の
長
期
的
な
変

行
っ
て
い
ま
し
た
。北
海
道
で
も
胆
振

東
部
地
震
が
発
生
し
全
道
的
に
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
を
経
験
し
ま
し
た
よ
ね
。ま

た
、最
近
で
は
新
潟
・
山
形
で
大
き
な

地
震
が
あ
り
ま
し
た
。日
本
に
い
る
以

上
、災
害
を
一
〇
〇
％
回
避
す
る
こ
と

は
不
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
が

教
師
と
し
て
被
災
す
る
可
能
性
も
十

分
に
あ
る
わ
け
で
す
。そ
の
際
に
、子
ど

も
だ
け
で
な
く
、長
く
子
ど
も
た
ち
を

支
え
て
い
く
た
め
に
、自
分
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。で
す
の
で
、私
が
担
当
す
る「
教

育
相
談
の
理
論
と
方
法
」で
は
、教
育

相
談
に
必
要
な
内
容
も
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、話
の
聞
き
方
と
し
て
ブ
リ
ー
フ

セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
の
講
義
と
演
習
を

取
り
入
れ
、一
回
だ
け
で
す
が
、大
規
模

な
災
害
を
含
め
た
学
校
の
危
機
に
つ
い

て
も
講
義
を
し
て
い
ま
す
。

―
大
学
の
教
員
を
目
指
す
き
っ
か
け
は

な
ん
で
す
か
？

　

私
は
も
と
も
と
小
学
校
の
教
員
を

目
指
し
て
お
り
、旭
川
校
の
教
育
心
理

学
の
ゼ
ミ
の
学
生
で
し
た
。旭
川
校
の

久
能
弘
道
先
生
の
授
業
で
ブ
リ
ー
フ
セ

ラ
ピ
ー
に
出
会
い
、も
っ
と
学
び
た
い
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。も
と
も
と

は
教
員
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、大
学

時
代
は
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
教
育

実
習
に
も
行
き
ま
し
た
し
、研
究
授
業

も
し
ま
し
た
し
、卒
業
し
て
か
ら
も
非

常
勤
で
す
が
小
学
校
教
諭
と
し
て
も

働
い
て
い
ま
し
た
。

―
ブ
リ
ー
フ
セ
ラ
ピ
ー
を
詳
し
く
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

ブ
リ
ー
フ
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、問
題
の
原

因
を
掘
り
下
げ
る
の
で
は
な
く
、解
決

に
焦
点
を
あ
て
る
心
理
療
法
で
す
。私

は
こ
の
ブ
リ
ー
フ
セ
ラ
ピ
ー
の
考
え
方

に
強
く
惹
か
れ
る
と
同
時
に
学
校
現

場
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
応
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
先
生
の
専
門
分
野
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

専
門
分
野
は
臨
床
心
理
学
で
す
が
、

研
究
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

心
理
療
法
の
一つ
で
あ
る
家
族
療
法
・

ブ
リ
ー
フ
セ
ラ
ピ
ー
の
学
校
現
場
で
の

応
用
や
、自
分
を
抑
え
て
無
理
を
し

て
し
ま
う
人
の
特
性
・
状
態
で
あ
る
過

剰
反
応
に
つ
い
て
の
研
究
、大
規
模
災

害
時
の
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
の
研
究
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。

―
四
月
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
し
た
と
私

た
ち
に
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
ど
の

動
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、離
れ
た
地

域
で
報
道
等
を
目
に
す
る
人
の
中
に

は
、被
災
地
に
い
る
人
が
み
ん
な
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）の

よ
う
な
ひ
ど
い
状
況
が
ず
っ
と
続
く
よ

う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
よ
う
で
す
。も
ち
ろ
ん
深
刻
な
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、現
在
も
そ
の
よ

う
な
症
状
で
苦
し
ん
で
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。で
す
が
、被
災
し
た

す
べ
て
の
人
が
必
ず
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
研
究
で

は
、ス
ト
レ
ス
は
時
間
と
と
も
に
経
過

す
る
こ
と
、日
頃
の
職
場
で
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ト
レ
ス
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。こ
の
研

究
結
果
を
応
用
す
る
な
ら
ば
、多
く
の

場
合
、今
大
変
な
状
況
で
も
、ス
ト
レ

ス
は
時
間
と
共
に
緩
和
さ
れ
る
と
い
う

見
通
し
を
持
つ
こ
と
を
伝
え
る
だ
け
で

な
く
、日
頃
か
ら
職
場
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
心
が
け
る
だ
け
で
、

災
害
後
の
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
さ
せ
る
こ

と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ま

す
。こ
の
よ
う
に
、大
変
な
状
況
だ
け

で
な
く
少
し
で
も
落
ち
着
い
て
い
る
状

況
に
目
を
向
け
る
の
は
ブ
リ
ー
フ
セ
ラ

ピ
ー
の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
研
究
は
、行
政
職

員
を
対
象
に
し
ま
し
た
が
、得
ら
れ
た

知
見
は
、公
立
学
校
の
先
生
に
も
多
く

の
部
分
で
当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、多
く
の
学

校
が
避
難
場
所
と
な
り
、初
期
の
避
難

所
の
対
応
・
運
営
は
学
校
の
先
生
方
が

釧路校・教員養成課程・地域学校教育実践専攻

浅井 継悟 （あさい けいご）先生　釧路校准教授

1986年生まれ。旭川市出身。東北大学大学院教育学研究科修了。本学（旭川
校）の卒業生でもある。専門分野は臨床心理学、教育心理学。システム論、コミュニ
ケーション論に基づいた家族療法、ブリーフセラピーなどに関する研究を行っている。
また、過剰適応や大規模災害時のストレス反応についての研究も行っている。

PROFILE

大規模震災から
考える、ストレスと
コミュニケーション

の関係

研  究
ファ イル

2019年2月19日～2月27日にJENESYS
というプログラムから、函館校を含む日本の３
つの大学より各６人が東ティモールへ派遣さ
れました。聞き慣れないプログラム名に、行っ
たことがある人は少ないであろう国。今回は、
函館校から派遣された６人のうち澤口心さん
にお話を聞きました。

もはや他人事とは言えなくなってきている大規模災害。災害を乗り越えると
き誰を、どんな側面からフォローする必要があるのか。主に、臨床心理学を
研究している浅井先生から大規模災害時のストレス反応についてのお話を
伺いました。

インタビュアーの声

釧路校・教員養成課程・
地域学校教育専攻2年

柴田 好（しばた このみ）

今回のお話は、大規模災害時のストレス反応についてでした。研
究結果にもあったようにストレスはコミュニケーションを日常的に
取ることで緩和されるので、大学生活においても仲間や先生と
のコミュニケーションを大切にしていきたいと思いました。

インタビュアーの声

函館校・国際地域学科・
地域協働専攻・
国際協働グループ２年

洞内 真琴
（ほらない まこと）

どこまでも深く掘り下げられるような、面白
いお話がたくさん聞けたインタビューでし
た。インタビュー終了後も「まだまだ話せ
る」と言って、私の小さな質問にも快く答
えていただき、本当に多くのことを知るこ
とができました。ありがとうございました。

東ティモール派遣記

パソコンを見せながらインタビューを受ける
心さんと、学生スタッフ

訪問先の学校でのダンスによる歓迎

一年中夏の東ティモールのビーチ 訪問先の学校の生徒たちと 海外の印象を変えてくれた
ホテルの人

太鼓で現地の人 と々交流ホームビジット（訪問先の
生徒の家庭にお邪魔する）
先の家族と

「タイス」という東ティモールの伝統織物のマーケット 日本とは異なる現地の食べ物 人懐こい生徒たち

ふっしょく

しょうへい

1819 Autumn/Winter 2019  No.31



な題材は、子どもが“いいこと”を思いついて笑顔になる場面
に直接立ち会っていけるので、私が図画工作の授業をやってい
て、造形遊びが好きだと思える大きな理由の一つです。
―学生に身に付けてほしいことは？
　表現及び鑑賞の活動が中心なので、実際に活動を通して知
り、図画工作を子どもに絵や作品をつくらせるための授業だと
捉えるのではなく、そこから子どもがどのようなことを学ぶのか
ということを考えてほしいです。さまざまな教科には、それぞれ
活動を通した学びというのが必ずあり、それが子どもの未来を
つくっていくということを、図画工作の窓から見てもらいたいと
思っています。
―図画工作の授業をするとき、学生に大切にしてほしいこ
とは？
　一番大切にしてほしいことは、子どもたちが、先生の図画工
作の授業を受けて楽しかったとか、面白かった、先生に会えて
よかったと思う、心に残るような図画工作の授業を考えるという
ことです。失敗を
しても何度も試し
たり、時間を忘れ
て夢中になって取
り組んだりという
経験を子どもたち
にたくさん積ませ
てほしいです。

今回、主担当の花輪先生にお話をうかがいました。
―講義内容を教えてください。
　基本的には、図画工作という教科の内容を知ってもらうた
めの講義です。表現及び鑑賞の活動が中心の教科なので実
技を伴ったり教材の試作をしたりという活動が多くなると思
います。
―講義で重要視している題材は？
　いわゆる造形遊びというのは、日本独特の図画工作の表現
領域の中の分野なので、作品をつくることを目的とするのでは
なく、材料と関わりながら造形的な見方考え方を働かせたり、
感性を働かせたりしながら取り組める題材です。例えば画用紙
の上でビー玉を転がし、ビー玉の軌跡をつけるものや、２万個
の紙コップを材料として捉え、重ねたり、つんだり、並べたりと
いった行為性に働きかけている造形行為そのものを目的として
いる活動を重要視しています。これは上手な絵が描けることよ
りも今学校現場では求められていると思います。また、そのよう

札幌校・図画工作･美術教育分野

主担当 花輪 大輔（はなわ だいすけ）先生

北海道教育大学大学院教育学研究科修士課程修了。
2006年より本学附属釧路中学校教諭、2012年より札幌
校着任。日本実践美術教育学会理事などを務めている。

※その他に、佐藤昌彦先生、李知恩
先生のお二人も担当されています。

PROFILE

[  初等図画工作 ]

専攻問わず多くの学生が参加している講義。実際に作品づくり

に取り組む場面が多く、学生から人気が高い「初等図画工作」、

どのような講義なのかのぞいてきました。

「楽しかった！」
そんな図工を目指して

この授業を受けてみた感想を教えてください

講義を受講する前まで図画工作は作品をつくる単純
な授業だと思っていたのですが、教員として子どもた
ちの自由な発想を妨げないような工夫すること、作品
を鑑賞する際の指導の仕方など、奥が深いことを知
りました。子どもたちが自分を自由に表現することの
大切さを、実践を通して学ぶことのできる講義でした。
（理数教育専攻・理科教育分野・宮本 大輝）

札幌校［前期］

人気講
座紹介

Popular

L e c t u r e

| POINT |

インタビュアーの声

札幌校・教員養成課程・芸術体育教育専攻・
図画工作･美術教育分野２年

山縣 まる子（やまがた まるこ）

久々にクレヨンや色画用紙にさわったり、友達と会話をしたりしな
がらとても楽しかったです。できあがった作品は学生それぞれの個
性が出ており見ていてウキウキしました。将来、こんな気持ちを子
どもたちと一緒に感じることができたら素敵だなと思いました。

1奈良県桜井市　2関西大学経済学部　3徳島
県の私立大学に５年間勤務していました。　4友達

をたくさんつくることと卒業後も何でも相談できる教員を最低1人見つ
けておきましょう。　5皆さんが自分の大学生時代よりも賢くてきちん
としているので恐縮することばかりですが仲良くしてください。

松本 哲人（まつもと あきひと）先生
札幌校・准教授
言語･社会教育専攻［経済学］

平成31年4月以降に教育大にいらっしゃった先生方に、
下記の項目にお答えいただきました！新任の先生方Hello!

1出身地　2出身大学・学部　3前職　4学生のときにしておくと良いと思うこと　5教育大生の印象または赴任したキャンパスの印象

読者のほとんどが大学院生ではないので、2ではあえて出身学部を伺っています。

1長野県生まれ東京育ち　2工学院大学工学部
機械工学科　3東京にて私立工業高校に勤務後

公立中学校で技術科の教員をしていました。　4よく学ぶ、健全な遊
びをたくさんする、良い友達や先輩後輩との交流を深める。　5素朴
で真面目な学生が多いです。北海道だけではなく広く世界にも目を向
けてもらいたいと感じました。

佐藤 正直（さとう まさなお）先生
札幌校・講師
生活創造教育専攻［技術科教育学］

1北海道上川郡下川町　2北海道教育大学旭川校
小学校国語科教員養成課程　3上川郡和寒町立和

寒小学校教頭　4アルバイトでさまざまな職種を体験しておくとよいと思いま
す。特に接客業は役に立ったなあ。　5素直で努力する学生が多いと感じま
した。先の見通しの立たない世の中ですが、柔軟に対応できる力量を身に付
け、経験を積んでください。私も皆さんの一助となれるよう精進いたします。

林崎 俊一（はやしざき しゅんいち）先生
旭川校・学校臨床教授
学校臨床研究

1十勝　2北海道教育大学教育学部釧路分校
3帯広市立緑丘小学校長　4さまざまな分野の本

を読み、多くの人と関わり、視野を広めること。　5キャンパスは温か
い雰囲気で、学生との距離も近く感じます。変わることを恐れず、さまざ
まなことに挑戦してほしい。

楜澤 実（くるみさわ みのる）先生
釧路校・准教授
地域学校教育実践専攻［学級経営、学校経営、道徳教育］

1群馬県前橋市で生まれ育ちました。　2群馬大
学教育学部　3北陸地方にある大学です。　4一

生付き合える学友や恩師にめぐり会ってください。　5他人を思いや
れる学生が多く、地域と大学の心の距離が近いと感じています。

小林 淳一（こばやし じゅんいち）先生
釧路校・准教授
地域学校教育実践専攻［教員養成、学校教育］

1大阪府　2京都教育大学教育学部　3立命
館大学などで非常勤講師　4読書！ 本の内容を

吸収するためというよりは、読解力を高めるために。そうすれば、忙しく
なっても空き時間にざっと本を読んで理解し、教養を高めることができ
ます。　5素直な学生ばかりです。ただ、もう少し批判的に物事をとら
えたり、考えたりしてもいいんじゃないかな？

南 翔一朗（みなみ しょういちろう）先生
釧路校・講師
地域学校教育実践専攻［倫理学］

1神奈川県横浜市　2京都大学教育学部　
3京都大学の研究員＋京都教育大学等の非常勤

講師　4留学　5素直で真面目そうな印象を受ける学生さんが多い
です。

有井 晴香（ありい はるか）先生
函館校・講師
地域協働専攻［国際社会学］

1大阪府箕面市　2大阪教育大学教育学部　
3IPU・環太平洋大学（岡山県）次世代教育学部 

講師　4部活動やスポーツ活動をしている人は、その種目やスポーツ
から人生に役立つ「何を」学べているかを考えておくことが大事だと思
います。　5授業やレポート課題などに真面目に取り組んでいる印象
を受けます。さすが国立大学の学生！　という感じです(^^)

小倉 晃布（おぐら あきのぶ）先生
岩見沢校・講師
スポーツ文化専攻［スポーツ運動学］

1札幌市生まれで江別市育ち　2北海道大学医
学部保健学科放射線技術科学専攻（放射線技師の免許を持ってい
ます）　3民間医療機関で経営企画→北海道大学大学院保健科
学研究院（特任助教）で研究者　4異なる専門分野の人たちと仲良
くなること　5前職の大学と比較して…ジャージ＆スウェット率が高い！ 
あと、明るく元気な学生が多い印象です。

鈴木 哲平（すずき てっぺい）先生
岩見沢校・講師
芸術･スポーツビジネス専攻
［イベントマネジメント、医療情報学、医療経営学］

1千葉県　2獨協大学法学部　3東京都にある
4年制大学に勤めていました。　4学生時代に一度

は海外（パック旅行ではなく）に行くといいと思います。大使館にビザを
取得しに行き、誰も知らない国で問題を解決する経験は何事にも代え
がたいものになります。　5図書館や学食などで課題に向かっている
姿や、学び助け合っている姿は素晴らしいと思っています。

小沼 豊（こぬま ゆたか）先生
教職大学院（札幌校）・准教授
高度教職実践専攻［学校心理学、教育心理学］

講義で熱弁する佐藤昌彦先生

作品づくりに取り組む学生
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企業のパワーハラスメント対策の
法制化について

昨年度はセクハラについて取り上げましたが、今年度はパワーハラスメント（パワハラ）について取り上げます。
企業がパワハラ対策をすることが法律で義務づけられたからです。

   パワハラ対策の法制化

　2019年5月29日に法律（労働施策総
合推進法の改正案）が制定されて、事業
主は「パワハラの相談体制の整備」「発生
後の再発防止策」などを義務づけられるこ
とになりました。業務上の指導との線引き
が難しいとの企業側の意向を受けて、今回
はパワハラ行為自体への罰則規定は見送
られました。それでも法制化は職場環境改
善への一歩と言えるでしょう。大企業では
2020年4月から、中小企業では2022年4
月から義務化される見通しです。

   パワハラとは

　厚生労働省によるパワーハラスメントの定
義は以下の通りです。「同じ職場で働く者に
対して、職務上の地位や人間関係などの職
場内での優位性を背景に、業務の適正な範
囲を超えて、精神的・身体的苦痛を与える又
は職場環境を悪化させる行為」。
　ここで大切なポイントは、「職場内での優
位性」というのは「上司から部下へ」のみを指
しているわけではないということです。ケース
によっては「同僚から同僚へ」「部下から上司

へ」というパワハラも起こり得ると想定されて
います。また、もう1つのポイントは「業務の適
正な範囲を超えて」という箇所です。つまり、
適正な範囲を超えない指導や注意などはパ
ワハラには該当しないということを意味してい
ます。たとえば、業務中の不必要な私語を注
意されたからといって、それをパワハラと主張
するのは難しいでしょう。

   パワハラの具体例

　もっともどこまでを「適正な範囲」と見な
すかは個人によってかなり異なる可能性が
あります。そこで厚生労働省は以下のよう
な具体例を挙げています。

①身体的な攻撃：叩く、殴る、蹴るなどの暴
行を受ける。丸めたポスターで頭を叩く。
②精神的な攻撃：同僚の目の前で叱責さ
れる。他の職員を宛先に含めてメールで
罵倒される。必要以上に長時間にわたり、
繰り返し執拗に叱る。
③人間関係からの切り離し：１人だけ別室
に席を移される。強制的に自宅待機を命
じられる。送別会に出席させない。
④過大な要求：新人で仕事のやり方もわ

からないのに、他の人の仕事まで押しつ
けられて、同僚は、みんな先に帰ってし
まった。
⑤過小な要求：運転手なのに営業所の草
むしりだけを命じられる。事務職なのに倉
庫業務だけを命じられる。
⑥個の侵害：交際相手について執拗に問
われる。妻に対する悪口を言われる。

　これらを基準に自分が受けているのはパ
ワハラに該当するのかを考えてみると良い
でしょう。

   職場のパワハラをなくすために

　近年、パワハラ相談は増加傾向にあり、
パワハラのためにうつ病などの精神疾患
にかかる人も増加してきています。職場の
ように権力関係のあるところにはどうして
もハラスメントが生じがちです。学生の皆
さんも将来仕事に就いた時にパワハラの
被害者にも加害者にもならないように、パ
ワハラについて今のうちによく理解してお
くことをお勧めします。

み かみ けんいち

（保健管理センター・カウンセラー・三上 謙一）

北海道教育大学公式フェイスブックページは、ホームページでは伝
えきれない学生の活動や大学の情報をリアルタイムでお知らせし、
大学の皆さんとのつながりをつくるコミュニケーションの場です。

Facebookでつながろう

●大学のイベントやゼミ活動、実習、サークルなど、自分が体験している身近な学生
生活を発信してみたい方

●オリジナルグッズの企画・デザインやイベントの実施など、広報にかかわるなにかを
してみたい方

ちょっとでも気になった方は、まずはぜひメールでご連絡ください。

広報学生サポーター募集中
大学の広報活動に興味はありませんか？

アカウント登録がなくても見ることができます。

北海道教育大学学園情報誌「HUE-LANDSCAPE」をよりよくするために、アンケートのご協力
をお願いしています。
読者の皆様からいただいた励ましのお声や貴重なご意見は、より充実した誌面作りのために活
用させていただいております。
なお、アンケートにご協力いただいた先着100名様に、「オリジナルステーショナリーセット」を進
呈いたします。

WEBアンケートにご協力ください 感想・意見・要望・情報・アイデア募集中！
イラスト・写真・その他の投稿も歓迎

▶○○の活躍を取り上げてほしい、○○が面白そうなので取材してみて
は？ など、本誌についてのご意見・ご要望などをお寄せください。可能
な限り掲載させていただきますので、下記の編集局のメールアドレスま
でお知らせください。
▶本誌の各ページを飾る「らくがきイラスト」も、随時募集しています。各
キャンパスの編集局員の先生方に渡してください。
   その他、写真やイラストなどの画像、書・絵画・彫刻・工芸などの作品を
写した写真の投稿も歓迎します。画像ファイル（拡張子がjpg）を添付し
たメールを、編集局のメールアドレスまでどうぞ。

ご意見・ご感想・ご要望を編集局にお寄せください！
landscape@s.hokkyodai.ac.jp

アンケート掲載先
https://www.hokkyodai.ac.jp/intro/public/
gakuenjohoshi/

総務課総務・広報グループ koho@j.hokkyodai.ac.jp　

たくさんの「いいね！」をお待ちしております！

登録いただいた方には、

ノベルティグッズをプレゼントします。

二次元
バーコード

から
簡単アクセス！
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